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2号竪穴状遺構出上の銅製品類 (2堅 14a)



敷島町は甲府盆地の北西部に位置し、町の北側は茅ヶ岳

や太刀岡山などからなる山岳地帯や丘陵地形からなってお

り、それに対し南側には荒川によって形成された緩やかに

南へ傾斜する扇状地が広がつています。近年ではこの南部

を中心に開発が頻繁におこなわれ、それに伴い町の人日も

増加の一途を辿っております。

町内では南部の扇状地上に最も遺跡が集中しており、古

くから人々が生活をしていた痕跡が数多く確認されていま

す。これまで弥生時代の集落と墓域が確認された『金の尾

遺跡』、県内で最も古い瓦窯でその操業が 7世紀後半の白

鳳時代まで遡るとされる『天狗沢瓦窯』などがあり、山梨

県を代表する大変貴重な遺跡として県内外に広く認識され

ています。

さらに、最近の開発に伴う発掘調査では、松ノ尾遺跡で

平安時代終わり頃の金銅製小仏像 2躯が発見され、平安

時代の集落跡である村続遺跡では銅製小仏像の台座や数多

くの緑釉陶器、中国陶磁器などが出土し、年々相次いで貴

重な成果が蓄積されております。

今回の山宮地遺跡は、敷島中学校内の西側に駐輪場と部

室を建設するため事前の発掘調査をおこない、その内容を

まとめたものです。調査では、およそ 15世紀代 (室町時

代)の遺跡であることが明らかとなりました。中でも注目

すべきことは竪穴状遺構の中から、錫杖頭などの仏具を含

んだ計 17点 の銅製品類がまとまって発見されたことで

す。このような出土状態は、全国的にみても今回が初例と

みられ、一躍脚光を浴びることとなりました。

これからもなお一層、わが町の歴史を後世の人々に語り

伝えるため調査・記録を精密に行い、さらに教育普及へと

役立てていけるよう努力してまいります。

最後に、このたびの調査に際し、ご指導、ご協力いただ

きました関係者の皆様に心より厚く御礼申し上げます。

敷島町教育委員会

教育長 山 口 正 智

平成 15年 3月



例 言
1.本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町島上条地区に所在する山宮地遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は、町立敷島中学校の駐輪場および部室建設事業に伴つて実施した発掘調査で、調査面積は約86ゴ
である。

3.発掘調査は、平成13年 (2001年 )7月 5日 ～30日 までの約 lヶ 月間にわたって行つた。また、整理作業は
平成14年度事業として実施した。

4.調査組織は次のとおりである。
調査主体者 敷島町教育委員会
調査担当者 小坂隆司 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係嘱託)
調査事務局 敷島町教育委員会生涯教育課

武井 泉 (生涯教育課長 平成13年度 )
長田徳― (生涯教育課長 平成14年度 )
下笹俊彦 (生涯教育課社会教育係主幹係長)

大鳥正之 (生涯教育課社会教育係副主査)

酒井紀子 (生涯教育課社会教育係主事 平成13年度)
海野元巳 (生涯教育課社会教育係主任 平成 14年度)

1    5.本 書の執筆・編集および遺構・遺物の写真撮影は小坂が担当した。
|      なお、 2号竪穴状遺構出上の銅製品の保存処理ならびに図化作業・写真撮影について帝京大学山梨文化財
1     研究所に委託し、その実測図と写真を掲載した。
1      本書の執筆・編集にあたり大蔦の協力を得た。

1    6.発 掘調査と報告書作成にあたり、次の方々よりご教示を賜った。ここにご芳名を記し、感謝申し上げる。
|      (l贋 不同、敬称略)
1      末木健、人巻典志夫、小林健二 (山梨県教育委員会)、 中込司朗、坂本美夫、羽中田壮雄、飯野正仁、
'     

畑 大介 (敷島町文化財審議会)、 原田一敏、時枝 務 (東京国立博物館 )
藤澤良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター)、 小野正敏 (国立歴史民俗博物館)、 関 秀夫 (大正大学)、
須田 勉 (国士舘大学)、 後藤和民 (創価大学)、 手塚直樹 (青山学院大学)、 合田芳正 (中央大学)、

!      山下孝司、関間俊明 (韮崎市教育委員会)、 平野 修 (山梨文化財研究所)、 新津 健 (県立考古博物館 )
佐野 隆 (明野村教育委員会)、 佐々木満 (甲府市教育委員会)、 降矢哲男 (九州大学大学院生)

7。 発掘調査ならびに整理作業参加者 (敬称略)

青山制子、飯室久美恵、石川弘美、長田曲美子、小林明美、関本芳子、高添美智子、保坂広昭、保延 勇、
望月典子、堤 吉彦、森沢篤美、柏木佳子

8.本遺跡の出土遺物および調査で得たすべての記録は一括して敷島町教育委員会に保管してある。

凡 例
1.本書の第 1図は、建設省国土地理院発行の地形図 (1:25,000)「 甲府市北部」 「韮崎」 「甲府市」
「小笠原」の各一部分を用いて作成したものである。

2.遺物挿図中、断面白抜きは土器、||1日 は須恵器、翻 は陶器類、睡鸞錢割は磁器である。

3.図版中、遺構と遺物は縮尺が統一されていない。
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第 1章 遺跡をとりまく環境

1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源とし南流する荒川によって開析された北から南

へと緩やかに傾斜した扇状地形を成している。この一帯の西側には、北西部にそびえる茅ヶ岳の裾部を形成す

るなだらかな赤坂台地が貢川と釜無川に挟まれるように南北に張り出して伸びており、」R中央線付近におい

て終息する。一方、北側はこの扇状地形の背後を担うように東西に大きく片山が跨り、さらに東側には千代田

湖を挟んで尾根筋を南側へと進むと舌状に張り出した湯村山がある。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって 「コ」字状に取り囲まれ、 しかも南
側の盆地に向かって開日し、まるで天然の要害を形成するかのような特殊な地形を織り成している。

このうち、荒川の右岸に位置する敷島町は、町域は南北約17km、 東西約4kmと 南北に細長い町である。
本町は大きく北部の山間地帯と南部の盆地部におおよそ大別されるが、町域のほぼ 8～ 9割は標高1,704mを

測る茅ヶ岳をはじめとする曲岳、太刀岡山などの山岳地帯や一部の丘陵からなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形にあり、東はちょうど荒川右岸に面し、西は貢川を境として東

西を河川で挟まれた南北に細長い格好を呈し、盆地北西部の一部に相当する。

以上のように甲府盆地の北西部は中央に荒川が南流し、東西北部の三方を台地と丘陵により囲まれた空間が

形成されており、荒川右岸に位置する本町ではこのような地形をもとに様々な歴史的背景が垣間みられる。

2.周辺遺跡と歴史的背景 (第 1図 )

近年もっとも頻繁に発掘調査をおこなっている町南部の遺跡について時代ごとに概観していくこととする。

代表的な遺跡は 9遺跡が上げられる。

縄文時代 町内では現在のところ旧石器時代の遺跡は確認されておらず、人々が生活していた最も古い痕跡
は縄文時代からである。これまで11軒の住居跡が発見されている。

代表的な遺跡には、原腰遺跡②、松ノ尾遺跡⑤、金の尾遺跡③などが上げられる。

原腰遺跡はこの時期には稀である埋甕炉を有する縄文時代前期末の住居跡が 1軒発見されている。

金の尾遺跡では、これまで 6回の調査がおこなわれ、1987年の中央高速自動車道建設による第 I次調査で住

居跡計 8軒 (前期末 1軒、中期 7軒 )、 さらに第Ⅳ次調査で住居跡 1軒と竪穴状遺構 1基が確認された。

また、松ノ尾遺跡 (第Ⅲ次調査区内)でも中期中葉にあたる住居跡 1軒が確認されているが、もっとも濃
密に該期の遺構 。遺物が確認できているのは現在のところ金の尾遺跡である。

弥生時代 金の尾遺跡③があり、県内外を代表する大変重要な遺跡である。第 I次調査で弥生時代の住居跡
32軒、方形・円形周溝墓17基をはじめ、南北の集落跡を三分し環濠の可能性もあるV字の溝などが発見され
ており、県内で最も古い方形周清墓群を有する弥生時代後期の集落遺跡として著名である。遺物は、中部高地

系の上器と東海系統のものがともに出土していることから学術的にも貴重な資料を提供している。

また、第Ⅵ次調査では遺跡の外側を巡るとみられる長さ約55mの大溝 (環濠跡)も発見されている。

古墳時代 これまで 7遺跡においてその存在が確認されている。
前期の遺跡は、原腰遺跡②、松ノ尾遺跡⑤、三味堂遺跡⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡③など

が上げられ、各遺跡ともS字状の台付甕、壺、高杯などが多く出土している。

御岳田遺跡 (I次)では落込み内から水晶の原石 8点と水晶製丸玉の未製品 1点が、末法遺跡 (■次)では
1号住居跡から緑色凝灰岩質の加工途中の管玉 1点と剥片類が出土し、該期の工房跡の存在が予測される。

金の尾遺跡 (Ⅳ・Ⅵ次)でも該期の多くの遺物が出土しており、とくにⅣ次調査では本町では初めての発見
となる前期の周溝墓が 2基確認され、本遺跡内でさらに新たな集落跡が発見される可能性は実に高い。
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中期の遺跡は、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、未法遺跡⑨でそれぞれ住居跡 1軒がみられる。

末法遺跡 (I次)は 1号住居跡から甕、壺、高邦、郷などが出土し、しかも器種とその量が充実している。

金の尾遺跡 (Ⅳ次)1号住居跡や御岳田遺跡 (I次)2号住居跡でも甕、甑、杯、高邦が出土している。

後期の甲府盆地北西部では、 6世紀中頃から横穴式石室を有する後期古墳が築造されるようになる。

代表的なものに荒川左岸の甲府市湯村に位置する万寿森古墳(4)や県内で 2番目の石室規模を誇る加牟那塚

古墳(5)が存在し、この頃本地域は県内でもかなり大きな勢力拠点となっていたことが窺える。

さらに、 6世紀末～ 7世紀前半には町の南部を群集墳 (千塚・山宮古墳群一甲府市、赤坂台古墳群―双葉・

竜王など)が取り巻くようになる (第 1図の0印 )。

町内においても戦後間もない頃、 4・ 5基の古墳が確認できたようであるが、現在では荒川右岸沿いに北か

ら大塚古墳(29)と大庭古墳(30)が存在するのみである。ちなみに、松ノ尾遺跡の第 I・ Ⅱ次調査ではおそらく

荒川の氾濫によるとみられる大規模な流路跡が確認されており、これによって運ばれてきた土砂と考えられる

黒色包含層中から須恵器の甦、金環、勾玉、ガラス玉、切子玉、臼玉、銅鏃、鉄鏃、鉄製刀子など古墳の副葬

品とも思われるものがあることから、中には災害により流されてしまった古墳もあったと考えられる。

当時の人々が暮らしていたとみられる集落跡は、現在松ノ尾遺跡において非常に高い割合で発見されてきて

おり、周辺遺跡の発掘状況から比べても遺構 。遺物が最も集中していることが窺える。とくに、第 二、Ⅱ、V

次調査では、住居跡が複雑に重複して確認されており、しかも第Ⅱ次調査では一辺約 7m、 第V次調査で一辺

約8.5mと約8.0× 6.Om、 第Ⅶ次調査でも一辺約7.7mを測る大型の住居跡が発見されている。

そして、古墳時代の終わり頃には通称敷島台地の南西部に天狗沢瓦窯(61)が設けられ、操業を開始するよう

になる。出上した瓦や須恵器等から7世紀後半 (白鳳期)に位置付けられ、県内最古の瓦窯である。

この時期に併行する集落跡は、松ノ尾遺跡で徐々に確認されてきているが未だ検出状況としては少ない状態

で、また先の天狗沢瓦窯跡で焼かれた瓦が供給されたであろう寺院跡も残念ながらまだ発見されていない。

しかし、近年松ノ尾と村続遺跡③で布目瓦などの出土がみられ、今後両遺跡での更なる調査が期待される。

奈良・平安時代 該期の遺構は町内で現在もっとも数が多く、住居跡軒数だけでも100軒以上に上る。

これまでの調査成果をみると、奈良～平安時代初め頃にかけての遺構は未だ少なく、むしろ平安時代中頃～

末頃にかけて急激に増加し、 10。 11世紀ごろの集落跡が主体を占めている。

松ノ尾遺跡⑤はこれまでの 7回の調査で住居跡37軒 と竪穴状遺構10基が確認され、次いで周辺の三昧堂遺

跡⑥、御岳田遺跡⑦、金の尾遺跡③、末法遺跡③などでも検出され、その分布の広がりがみられる。

一方、町南部の北側では、山宮地遺跡①、原腰遺跡②などがあり、村続遺跡③では調査面積が約320ごと狭

小であつたが計37軒の住居跡が発見され、大規模な集落跡の様相を呈することが分かつてきている。

各遺跡出土の遺物をみると、膨大な量の土器と墨書土器をはじめ須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、陶磁器類、

また鍛冶関連遺物や鉄・銅製品などがある。特殊なものには、松ノ尾遺跡で円面硯 (4個体分の破片)、 銅製

の帯金具などのほか、10～ 12世紀の早い段階から中国産「貿易陶磁」がもたらされていることが最近明らかと

なってきており、器種として碗、皿、水注などの類が出土している。

平安時代末頃には、原腰遺跡、村続遺跡、松ノ尾遺跡、御岳田遺跡などで集落が営まれている。中でも、松

ノ尾遺跡は金銅製小仏像 2躯、村続遺跡では銅製小仏像の台座が 1躯出土しており、これらはその出土状態や

共伴遺物、文様 。鋳造技術などからおおよそ11～ 12世紀代の所産とみられている。

中世 該期の遺構は、山宮地遺跡①と松ノ尾遺跡⑤の 2遺跡で、現在発見されている。

松ノ尾遺跡は、第Ⅶ次調査において一辺約5。 2m、 最深部約40cmを 測り、竪穴内に人為的に石が敷き並べ

られた竪穴状石組遺構が 1基発見され、周辺からは土師質土器や青磁片などが出土していることから、おそら

く平安時代末～中世初頭 (12～ 13世紀頃)の遺構とみられる。

また、山宮地遺跡では15～ 16世紀に相当する竪穴状遺構や数多くの土坑が近年発見されてきている。

今回は、山宮地遺跡の第Ⅱ次調査の報告であり、以下その成果についてみていくこととする。

-4-



ハ め キ

ー

v刊
む
昂
淫雲
J

１ ９ １

_・
一
・
―
・
―
・
―
・
■
・
一
―
ン

グ
ラ
ウ
ン

α
Eコ
ロ
耳

ヽ ″
ｔ 判 Ｉ Ｗ 卜 ＝ ド

飾
戯

彦
， Ｗ ＝ ＝ Ｈ 川 ＝ く
ふ ＼ 　 痢 田 け “

第
3図
 
遺
構
配
置
図

第
2図
 
調
査
区
位
置
図
(①
第
1次
、
②
第
2次
、
③
第
3次
、
④
H1
3年
試
掘
)



第 2章 遺 構 と遺 物

今回報告する第Ⅱ次調査は、平成13年度におこなった調査内容をまとめたもので、発見された遺構には堅穴

状遺構 4基、土坑14基、溝状遺構 1条、ピット7箇所がある (第 3図 )。 これらの遺構は中世に属し、それぞ

れの遺構より出上した遺物から、おおよそ15世紀代に相当するものと考えられる。

1.竪穴状遺構 (第 4～ 13図、第 1～3表、図版 1・ 2)
a.1号竪穴状遺構 (第 4図、第 3表、図版 1-2、 4-8)
調査区の西側中央からやや北寄りに位置している。遺構の東側半分は調査区外となっており明らかでない。

本遺構は北東部において 2号竪穴状遺構と重複し、しかもその遺構を切っている。

規模は、南北約3,Om、 東西の確認可能な部分では約1.44mを測り、おそらく全体の形状として隅丸方形な

いしは隅丸長方形を呈するとみられる。深さは壁際において約40～ 50cmを測り、壁は外側に向かつて概ね直

線的に立ち上がり、かなりしっかりとした掘り込みとなっている。

床面の状態は、遺構中央部にかけて徐々に深くなる傾向がみられ、最深部で約60cmを測る箇所もある。

覆土は、灰暗褐色土を基調とし、遺構の下部へと掘り下げるにしたがって 1～ 2cm大の小砂利が多く含ま
れ、壁際の4層では 1～ 2cm大の褐色土ブロックを多分に含んでいる。
遺物は、ほとんどのものが細片で中には判別しずらいものもあるが、縄文土器、平安時代の土師器、中世の

土師質土器や陶器などの破片が出土している。

1竪-1

▽
1竪-2

箋
．

堅-3

4

第 4図 1号堅穴状遺構と出土遺物
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1～ 3はかわらけの細片で、 4は鉄釉の播鉢口縁部片 (古瀬戸後Ⅳ期)であり、 4は遺構の床面上から出土

している。

b.2号堅穴状遺構 (第 5～ 10図、第 1～ 3表、図版 2～ 4)

調査区の北部やや西寄りに位置する。北西部に6号土坑、南側中央付近に13号土坑、南西部に 1号堅穴状遺

構、東部と南東部には 3・ 4号竪穴状遺構があり、これらの遺構と重複関係にあった。中でも6号土坑と 1号

竪穴状遺構に切られ、 3・ 4号竪穴状遺構と13号土坑を切って構築されている。

規模は南北約4.2m、 東西約2.8mを測り、長方形を呈する。深さは約45～ 50cmを測り、壁は緩やかに立ち

上がっている。なお、西側壁中央周辺には大きな現代の撹乱がみられたが、本遺構の掘り込みに比べて浅かっ

たことから東壁全体を確認することが可能であつた。

床面はほぼ水平で、遺構内の北西部分は地山に混在する礫群が床面から壁面にかけ露出していた。

ｆ
＝
世
＝
Щゝ

日

８

，

凛
引

判

面

7 泰褐色■ 締まり強、粘とをし 粒子猛
18 禍色上 締まり歯 猫佳なじ 粒子程、06～ l cm大のEIB色とと白格色■が潟儀

† 仰iげ ∵

第 5図 2号堅穴状遺構と銅製品類出土状態

,(li 61 iF
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覆土は、暗褐色土を基調としながら1～ 2cm大の褐色土ブロック、大型の褐色土ブロック(3・ 6・ 13層 )
や茶褐色土ブロック(4・ 7層)な どが多く混在している。そして、 1・ 4層には 2～ 5mm大 の炭化粒が少
量含まれる。本遺構の確認段階でちようど 1層上面では直径10～20cm前後の希薄な焼土のまとまりが北東部

を中心として数ヶ所で観察されたが、これらは層を形成するほどのものではなかった。

本遺構からは、縄文土器、平安時代の土師器、中世の土師質土器、陶器、瓦質土器などが出土している。

1・ 2は中世のかわらけ片で、 3は陶器の皿 (古瀬戸後Ⅳ期)、 4は祖母懐の茶壷片 (古瀬戸後期)とみら

れる。 5は瓦質土器の火鉢、 6～ 9は常滑甕の破片でる。なお、遺構内の覆土中からは11～13にみる鉄釘が 3

点出土した。

また、特筆すべきことは東壁中央のやや北寄りからほぼ床面のレベルで、複数の仏具を含んだ銅製品類(14a)

がまとまって出土したことである。銅製品類の固まりは東壁から遺構の内側中央へと向かって傾いた状態で発

見された (第 5図右図、図版 2-5)。

＼  | ／
２竪．
逹 J

だη′

2竪-6

2竪  9

第 6図 2号堅穴状遺構出土遺物

2竪-4 ♀    (li2)   5in

2竪 5

♀ ・ iO Цm

0   (1:2)  5cm
2竪 11

ｏ

２

2竪 2

2竪 7
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第 7図 2号堅穴状遺構出土遺物 (2)
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第 8図 2号堅穴状遺構出土遺物
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2号竪穴状遺構出土遺物 (4)
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2堅-14,

0   (1:2)   5cm
2竪-14o

第 10図  2号堅穴状遺構出土遺物 (5)

一括出上の銅製品類 (2竪 -14a～ p、 第 7～ 10図、第 1表、図版 3・ 4)

出土した銅製品類は計17点を数え、中には仏具を伴い第 5図右①にみるような状態で集積されていた。

各銅製品類は、部分ないしはその大半が破損や溶融を受けており実用可能でしかも元々の形状をそのまま

保つたものはほとんどなく、中には全く本来の姿が不明で溶融し鋼の塊のようになったものまである。

判別が可能なものには、b.錫杖頭、c.舎利塔の蓮華座下部、d.水瓶の注目部、e。 水瓶の胴下半部、g.

水瓶の底板、f.水瓶の胴部片、h.水瓶の胴部細片などがある。錫杖頭 bは 「手錫杖」で、本来読経などの

調子をとるため輪が付属し音を出すが、欠損または腐食したためか残っておらず、また柄の中央部には破損し

た六がある。cは舎利塔の蓮華座下部とみられる。それは上面中央に残された「鋲」の存在から、上部に蓮弁

からなる蓮華部がこの鋲により固定されていたと推測され、その上には水晶を抱いた宝珠形の火焔が乗つてい

たと考えられるが、ほかに飲食器の可能性も残す。d～hは水瓶が破損したもので、注目部 dの蓮弁からなる

装飾や胴下半部 eと胴部片 fなどにある横位の子持ち帯紐が巡っていた痕跡から、 これらは「布薩形」水瓶の
破片とみられる。i～ 1は詳細が明らかでないが、jは浅くほぼ直立した皿状の容器で底部に 1箇所だけ直径約

lcm大の鋲が残存する。また、kは破片 2点が接合し、日縁が外反する容器の一部であり、接合はしないが
1は外反する kの 日縁部であった可能性もある。これらk。 1が同一個体であれば浄水を六器に注ぐ「提子 (ひ

さげ)」 の形態と類似している。mも破片 2点が接合し、井戸から浄水を汲む 「閃伽桶」の把手の可能性が考
えられる。しかし、把手と容器を繋いだであろう鋲は容器を外側に受ける格好で外れていることから、先の k。

1に関連する「提子」に付属する把手の可能性も一応考慮しておきたい。nooは熱を受け溶解した板状の塊で
っを含め鋳物関連の遺物であった可能性もある。

以上にみた銅製品類は、最初第 5図右①の状態で出土し、この集積された銅製品類の上部西半部にあった水瓶

注目 d、 蓮華座 c、 水瓶底板 g、 不明鋼製品 1を順番に北から一点ずつ取り除いたところ、錫杖頭 bを含むその

他の鋼製品類が水瓶下半部 eの中へ無造作に入れ込みとなって納まっていた (第 7図 14a、 図版 2-6)。

また、第 5図右①にみる銅製品類の固まりの外面には所々に繊維質の有機物が付着していることが確認でき

た。この繊維質のものは一定方向に規則的に集合し幅 3～ 4mm程 度の単位で紐状の東となり、第 8図 14e、
14gにあるように、さらにそれぞれの束が重なり合っていた。中でも、とくに状態が比較的良好であった水瓶

胴下半部 eなどの側面には編物状に付着していることが観察された (図版 4-7)。

-12-



2 竪
濫,14
種月ll 器 形

状態の寸法

(cm)

重さ

(g)
特 徴 図版

14b 仏  具 錫杖頭 1340× 6.89× 1 79 94 57

鋳銅製で全面緑青色に錆びている。輪は宝珠形で、上下左右に
三日月形を付し、下方は内側に巻き込み蕨手状となる。頂部に五
輪塔、輪内部中央の股上にも五輪塔を設け、上方には線彫りで相
輪様を造り出す。柄の中央部に子持ち帯紐、柄の上下には各一条
の組を鋳出する。また、輪中央の蕨手状となる巻き込みは線刻に
よる二条の組で束ねられる。輪頂と輪中央に設けた五輪塔の地輪
部には「×」の線刻が施され、柄の上下部には鋸歯文が線刻され
ている。

3-1

14c 仏 具
舎利塔

O r

飯食器

635× 262 81.25

鋳銅製で全面緑青色に錆びている。舎利塔もしくは飯食器等の
蓮華座下部とみられる。上段に敷茄子を造り玉抱き状に線刻で鬼
目を施し、下段は人葉の蓮弁で反花となる。上段と下段の間には
わずかに独立した段が設けられ、受座を造り出している。敷茄子
の上面中央には長さ4 mm、 幅 4 mmの鋲が穿たれ残存しており、こ
の上に蓮華部もしくは杯状の器が固定されていたことが窺われ
る。

3-2

14d 仏  具 瓶
都口

水
注

763× 624× 454 113 94

鋳銅製で全面緑青色に錆びている。布薩形水瓶の注口破片であ
る。本来、水瓶の胴部肩に近い位置に付され、長い注日とみられ
るが先端は欠損している。注口基部には手前に細かな線刻で幅 4
mmの蓮肉が全周しており、さらに月同部面にかけて 2重の蓮弁が施
されている。

3-3

14e 仏  具 水瓶
桐下半吉「

15.97× 1378× 78 238 9

鋳銅製で全面緑青色に錆びている。布薩形水瓶の胴下半であ
る。この水瓶には月同中央に子持ち三条の帯紐が全周していた形跡
が窺える。上半部が大きく欠損し、胴部下半と底部の約 6分の 1
が著しく熔融して失われている。高台端部は肉厚となる。

3-4
4-7

14f 仏 具 水瓶
月同吉呂片

8.13× 4.84× 284 53 83
鋳銅製で全面緑青色に錆びている。布薩形水瓶の胴部片とみら
れる。破片中央に14eと 同様な子持ち三条の帯組が明確に認められ
る。意図的にかなり稔じ曲げられ、一部熔融している。

3-5

14g 仏  具 水瓶底板 854× 8.45× 219 41 23
鋳銅製で全面緑青色に錆びている。水瓶の底都と思われる6
とくに径の大きさから14eの底部であつたとみられる。一部熱を受
けて熔融している。

4-1

14h 仏  具 水 瓶
;同部片 ?

305× 263× 21 3.ll
全面緑青色に錆びている。厚さなどから水瓶の一部と思われ
る。

14i 不  明 不  明 と372× 497× 207 53 57
鋳銅製で全面緑青色に錯びている。上方は強く内屈しており、
その端部は完結した縁辺を造り出している。破損が著しく器種は
不明である。

14j 不  明 不  明 10,5× l13× 3.0 74 85
直立した浅い皿状を呈する。lヶ所だけ直系 9 mm大 の明らかな鋲
がみられる。約半分が著しく破損している。

4-2

14k 不  明 不  明 8.54× 4,90× 7 0

7,98× 479× 049
39.02

31.59

鋳銅製で全面緑青色に錆びている。 2つの破片が接合した。何
の容器であるかは不明で、内傾しながら緩やかに立ち上がり、上
方で強く外反する。このような特徴から「提子」の月同部片の可能
性もある。

4-3

141 不  明 不  明 1584× 196× 0,35 41 77
鋳銅製で全面緑青色に錆びている。弓状に沿つた外側には一部
完結した縁辺が残る。半円状であつたものが若干扁平に引き伸ば
されている。14kの 口縁部であつた可能性もある。

14m 不  明 把  手 921× 161X042
1400× 165× 120

鋳銅製で全面緑青色に錆びている。 2点が接合 している。扁平
な鍋づる状で 「関TDD桶」または「提子」の把手の可能性がある。
片側に「鋲」力式残存する。

4-4

14n 不  明 溶融物 12,08× 9.22X076 156 33 熱を受けた銅が、薄く板状に冷えて固まったものとみられる。

4-5

14o 不  明 溶融物 821× 565× 0.50 71 36 熱を受けた銅が、薄く板状に冷えて固まったものとみられる。

14p 不  明 鋼塊 6.50× 545× 362 351、 63 断面三角形状で厚い部分は楕円形を呈する。 4-6

第 1表 2号竪穴状遺構出上の銅製品一覧
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c.3・ 4号堅穴状遺構 (第 11～ 13図、第 2,3表、図版 1-3～5,4-8)
調査区の北部東側から南北に並列するように 2基の堅穴状遺構(3・ 4号)が確認された。 3・ 4号竪穴状
遺構は 2号竪穴状遺構および11号土坑と重複関係にあり、これらの遺構によって切られている。

3号竪穴状遺構 (第 11・ 12図、図版 1-3・ 4-8)

規模は確認可能な範囲で東西約2,9m、 南北約2,4mを測り、調査区外のため東側についての詳細は明らか

でないが、おそらく隅丸長方形を呈するとみられる。

本竪穴状遺構は南北セクションの北部の観察で基本土層にみる第Ⅲ層赤褐色土層下部、ちょうど第Ⅳ層暗褐

色土層内から掘り込まれていることが明らかとなり、遺構の深さは約70cmに達する。

覆土は暗褐色土層を基調とし褐色土層、大・小の褐色土ブロックが混在し、5～ 7層 には炭化物が含まれる。
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4竪-4
0   (1:2)  5cm

第 13図 4号竪穴状遺構出土遺物

4号竪穴状遺構 (第 11・ 13図、図版 1-4, 4-8)

規模は確認可能な範囲で東西約2.6m、 南北約2.lmを測り、東側は調査区外となり、長方形を呈すると考

えられる。調査確認面からの深さは約65cmあ り、 3号堅穴状遺構と同様に基本土層の第Ⅳ層内から掘り込ま

れているとみられ、本来深さ約80cm前後はあつたものと推測される。

覆土は、大きく上層で暗褐色土層が主体となっており、下層では褐色土層を基調としている。とくに下層は

暗褐色、褐色の大型ブロックが多分に混在しており、また 6層には 1～ 2mm大 の炭化粒が多く含まれている。

3・ 4号竪穴状遺構からは縄文土器片、平安時代の上師器片、中世の上師質皿 (かわらけ)片、常滑陶器片

の細片があり、そのほか鉄釘 3点などが出土している (第 12・ 13図 )。

3竪 5

と____生生ゴニ生生___正子
コ

第 12図 3号堅穴状遺構出土遺物

竪

て

秒
４

同

ｕ

何
胤
―――
―――
――Ｉ
Ｖ

比 挿 図 器形
十tRJl巳 (mm

重さ(g) 図版
詩大 幅 号 大 厘

2竪 ― ユ 6 鉄釘 51 0 4 7 4 8 1, 95 2-7

2竪 -3 鉄 釘 35 0 7 0 8 4 3 05 2-7

2竪 -2 鉄釘 29 4 8   1 5 5 1 6ユ 2-7

配 挿図 器形
ご十Ⅵ (mm

重さ(g) 図版

4竪 -4 鉄釘 70 31 8 3 6 0 4 71 4-8

4堅-5 鉄釘 ? 29 ユ 15 6 5   5 ユ 30 4-8

4竪-6 鉄 釘 28 21 9 6 5   1 1 98 4-8

第 2表 竪穴状遺構出上の鉄製品一覧
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血 挿 図 種別 器形 お含土 色調 焼成 特  徴 備  考 図版熙 言 口客 廣 径

1竪―ユ 土師質 かわらけ 骸密、赤色粒子、 鈍い橙色 良好 Яクロ成形。 4-8
よ竪-2 土師質 かわらけ やや密、赤色粒子、金雲母、長石 淡橙色 良好 タロ成形 . 4-8
1竪 -3 土師質 かわらけ やや密、赤色粒子、石英 桂色 良好 ロクロ成形。底都回転糸切 り 4-8
1竪 -4 4 陶 器 悟鉢 (293) 赤茶褐色 良好 美罪由。 15c中 頃 4-8
2竪 ― ] 6 土師質 かわらけ (115) 徹密、赤色粒子、石英 淡橙色 良 ロクロ成形。 2-7
2竪 -2 6 土師質 かわらけ やや宅、赤色粒子、金雲母、長石 鈍い桂色 良 ロクロ成形。 2-7
2竪 -3 6 陶  器 腰折皿 ? 褐灰色 良好 て弄由。 15c後 半 2-7
2堅 -4 6 陶 器 祖母懐茶重 餃密 赤茶褐色 良好 快好由. 1■ c後半～ 15c代 2-7
2堅 -5 6 瓦 質 火  鉢 細、赤・黒色粒子、金雲母 鈍い橙色 良好 在地産 2-7
2竪 -6 5 陶 器 常滑霊 粗 赤茶褐色 長好 2-7
2堅 -7 6 陶 器 常滑奎 粗 赤茶褐色 良好 2-7
2竪 -8 6 陶  器 常滑奎 粗 赤茶褐色 長 2-7
2竪 -9 6 陶 器 常滑奎 r■ 赤茶褐色 良 2-7
2竪 -14 7～ 10 銅製品 仏具など 第 ユ表参照 3・ 4

3堅―】 土師質 かわらけ (75) やや密、赤色粒子、石英 明橙褐連 良好 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 4-8
3竪 -2 陶  器 常滑霊 雹 赤茶褐色 艮好 4-8
3竪 -3 陶 器 常滑奎 且 赤茶褐色 良好 4-8
3竪 -4 陶  器 常滑甕 雲 赤茶褐色 艮好 4-8
3竪 -5 陶 器 常滑蓑 雹 赤茶褐色 良好 4-8
4竪― 1 土師質 かわらけ やや密、赤色粒子、金雲母、石英 鈍い橙色 長 ロクロ成形。 4-8
4竪-2 土師質 かわらけ 6 やや密、赤色粒子、石英 淡桂色 良 ロクロ成形。 4-8
4竪 -3 陶 器 常滑霊 豊 赤茶褐色 良好 4-8

第 3表 堅穴状遺構出土遺物一覧

2.土坑・溝状遺構 (第 14～ 18図、第 4～7表、図版 5)

土坑は計14基が確認された。形態的には、方形 1～ 5・ 9号土坑、長方形 6・ 8・ 14号土坑、円形 7・ 10。

H・ 13号土坑がある。12号土坑は調査区の南端に位置し、撹乱もあり形態は明らかでない。

中には、拳大から人頭大までの石が詰め込まれたタイプの上坑が 3基(12～ 14号土坑)発見された。各土坑

からの出土遺物は少なく、細片のものが大半であつた。

溝状遺構は 1基あり、調査区中央からやや南東部に位

置し、途中断絶している。遺物等はなかった。

|

No 挿図 器形
nt了則イ直 (mm

重さ(E) 図版
最 大 厚

H土 -1 鉄釘 2 1   3 7   5 6 2 2 02 4-8

第 4表 土坑内出上の鉄製品一覧
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第 18図 土坑出土遺物 (2)

NO 調査区内位達 形態
天算        不臭    (m,

主 な 出 土 遺 物 図版
長 軸 短 軸 探 さ

中央東寄 り 方形 1 02 (070) O 13

2号 雨ヨ
`甲

只 芳形 1 71 1 68 0 36 組文 1、 平安 2 中世 7 5-1
3号 南側西 方形 2 00 0 16 縄文 6、 平安 4、 中世 5

4号 画 1則 出 方形 1 10 (094) 0 22 5-2
5号 南側東 方形 1 26 (052) 0 10 縄文 2、 平安 1、 中世 3

6号 ]ヒ者卜山 隅丸方形 1 53 0 35 0 40 5-3
7号 中央西 円形 0 82 0 20 平安 5、 中世 4

8号 甲 只 IR丸芳形 1 92 0 52 復支 2 平安 2 中世 4、 不明 ユ 鉄 ユ、石 ユ

9暑 北都 中央東 方形 1 08 0 17 鶴文 1、 平安 1

］巧 ヨし郡西 円形 (082) 0 92 亀文 4、 平受 3、 甲世 2、 須葱器 ユ

北側吏 箱 円形 0 56 0 36 7安 ユ、中世 2 5-5
蘭部 中央西 不整形 1 66 (0 98) 0 42 辛せ 1

1ヒ側EP央東 精円形 0 83 0 72 0 20 5-6
14号 中央南寄 り 長方形 3 24 0 66 亀文 4、 平安 4、 中世 1、 須怠器 1

第 5表 土坑一覧

配 備 考 図版
最 大 長 決 さ

ユ号 中央東 1 34

第 6表 構状遺構一覧

No 挿 図 種別 器形 胎 土 色調 焼成 特 徴 備  考 図版

2土 -1 17 土師質 かわらけ 10■ ) (56) やや密、赤色粒子、石英 淡橙褐色 良好 ロクロ成形。底音[回転糸切り 5-8

2土 -2 土師質 かわらけ (7 密、赤色粒子、金雲母、石英 桂褐色 良 gク ロ成形。底部回転糸切り。 5-8

2土 -3 陶 器 常猾甕 粗 み茶褐色 良好 5-8

3土 ― ユ 土師質 かわらけ 115) 骸密、赤色粒子、金雲母 橙褐色 良好 ロクロ成形。 5-8

3土 -2 土師質 かわらけ (68) やや密、金雲母、石英 赤橙褐色 良 ロクロ成形。 5-8

3上 -3 陶 器 常滑妻 粗 淡暗茶色 良好 5-8

4土-1 土師質 かわらけ 122) (70) やや密、赤色粒子、石英 赤橙褐色 良好 ロクロ成形。底部回転糸切り。 5-8

4土 -2 17 土師質 かわらけ (87) 密、赤色粒子、金雲母、石英 橙褐色 良好 ロクロ成形。 5-8

4土 -3 17 土師質 かわらけ 11 7 やや密、赤色粒子、石英 淡橙褐色 良好 ロクロ成形。 5-8

4土-4 17 土師質 かわらけ 7 やや密、赤色粒子、石英 淡橙褐色 良好 ロクロ成形。 5-8

4土 -5 17 土 器 内  耳 (386 やや糧、赤・ 白色粒子 暗茶色 良好 5-8

4土-6 17 陶 器 祖母懐茶垂 骸密 赤茶褐色 艮 鉄 釉 。 14c後 半～15c代 5-8

4土 -7 17 陶 器 祖母懐茶壷 致密 赤茶褐色 良 鉄釉。 14c後 半～ 15c代 5-8

7土 -1 土師質 かわらけ (67) 4、 赤色粒子、石英 淡橙褐色 良好 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 5-8

7土 -2 陶 器 縁和小皿 乳 白色 良好 天矛山. 15c中 頃 5-8

7土 -3 土師質 悟 鉢 (339) 致密、赤色粒子 、石要 橙褐色 長好 ロクロ成形. 在地産 5-8

8土-1 土師質 かわらけ (10) やや密、赤色粒子、石英 淡橙掲色 良 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 5-8

8土-2 土師質 橋  鉾 致密、赤色粒子、長石 橙褐色 艮好 ロクロ成形。 在地産 5-8

第 7表 土坑出土遺物一覧

-20-



第 3章 遺構外遺物

本調査区から出土した遺物は細片が多く量的にも少なく、縄文土器、平安時代の上師器、須恵器、また平安

末頃の陶磁器類や中世の上器などが出上している (第 19・ 20図、第 8表 )。
1～ 8は縄文土器で、 1～ 6は前期後半～末葉、 7・ 8は中期前半に相当する。
9～ 12は平安の土師器で 9は甕の日縁、10は土師質小皿、11は脚高高台杯、12は柱状高台を有する。
13～ 15は須恵器で13・ 14は郭類、15は大型の甕の日縁部である。

16・ 17は貿易陶磁器で、16は白磁、17は青磁である。18は頑戸美濃陶器の平碗とみられる。

19～ 21は中世の土器で19は播鉢口縁部、20。 21はかわらけ片である。
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第 19図 遺構外出土遺物
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第 20図 遺構外出土遺物 (2)

第 8表 遺構外出土遺物一覧
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hro
出土

地点
種別 器形 胎土 色調 焼成 特 徴 備 考 図版回各

第19図 1 6土 土  器 縄  文 ■、赤色粒子、黒色雲母、石英 赤茶褐色 良 卜哉竹管の斜・横位の沈線。

2 10土 土  暑 縄  文 雹、赤色粒子、黒色雲母、石英 赤褐色 良 半載竹管の斜・縦位の沈線。

3 14土 土  器 縄  文 ra、
黒雲母、石英 赤茶褐色 良 辛哉竹管の横・斜位の爪形支。

4 2竪 土 器 縄  文 ・■、金雲母、石英 赤褐色 良好 半栽竹管による横位の沈線。

5 10土 土 器 縄  文 やや粗、赤色粒子、黒色曇母 、石
淡茶色 良好

半載竹管による斜・維位の沈

線.口唇都連続押し引き.

6 2竪 土  器 縄  文 狙、赤色粒子、黒色雲母、石英 暗橙褐色 良好
牛覗何密 による板位 の沈線 と亥I

7 14土 士  器 縄  文 狙、金雲母、石英、長石 赤茶褐色 良好 電文 RL。 横位の沈線。

8 3土 土  器 縄  文 (93) 狙、黒雲母、石英 赤茶福色 艮好 縫位沈線。

9 ―括 土師器 霊 (250) 粗、金・ 黒雲母、石英 赤掲色 良好 ケ調整 .

1( 13 土師質 土師質小皿 (93) (58) やや密、赤色粒子、金雲母 鈍い橙色 良 ロクロ成形。底部回転糸切 り。

11 1竪 土師質 脚高高台杯 やや粗、黒雲母、石英 晴赤褐色 良 ロクロ成形. lc rt

l` ユ竪 土師質 柱状高台杯 (44) 密、赤色粒子、長 石 橙褐色 農 ロクロ成形。底部回転糸切 り。 12～ 13c前半
l〔 4竪 須恵器 杯 (158) やや粗 灰褐色 良好 ロクロ成形 .

I竪 須恵器 不 (60) 密 灰褐色 長好 ロクロ成形。

第20図 1〔 3竪 須恵器 大霊 窪 灰褐色 良好 ロクロ成形。

l( 4土 磁器 白磁量or瓶 密 白色 良好 12´▼13c

17 一 括 船 青磁碗 密 淡緑色 良好 亀果窯。

3竪 陶署 平碗 ? (158) 密 深緑色 長好 天罪由。 15c中 頃。
l〔 ―括 土師質 眉鉾 ? (340) 密、赤色粒子、金雲母 栓褐色 良好 ロクロ成形. 生地産。

一拓 土師質 かわらけ (121) 密、赤色粒子、石英 淡橙褐色 長好 ロクロ成形。底部回転糸切 り。

―括 土師質 かわらけ (7 1) 密、赤色粒子、石英 淡橙褐色 良 ロクロ成形.



と

調査の結果、縄文時代、平安時代、中世の遺構と遺物が確認された。縄文、平安時代はわず力ヽ こ土器が出土し、

中世では竪穴状遺構4基、土坑 14基、溝状遺構 1基などからなる遺構が発見された。

遺物 :遺構内外から出土した中世の遺物には、かわらけ、悟鉢、内耳などの上器類や瓦質土器のほ力＼常滑甕、

橋鉢、碗、皿類などの陶器類がある。中でも、かわらけ類はロクロ成形のものに限られ、器壁の厚みが底部から

口縁に力ヽ すほぼ均―で、日唇部付近で尖り気味となるかわず力Wこ翡三くなる特徴を有する。さらに、このようなか

わらけに伴い遺構の内外で出上している瀬戸美濃産陶器類は量的には数少ないが、いずれも古瀬戸後期ないし後

Ⅳ期に限られることから、本調査で出土した中世遺物は 15世紀中頃～後半に相当するものと考えられる。

遺構 :竪穴状遺構は調査区北側に偏在する。中でも3・ 4号堅穴状遺構は深さに違いがあるが、東西の主軸が

同様で東壁を揃えて並列するなど、意図的な配置がみられるため、ほとんど時期差はないと思われる。そのため

4基の竪穴状遺構はそれぞれの切り合い関係から3・ 4号→2号→1号の順に構築されたことが窺える。

土坑は計 14基確認され、方形・長方形・円形の3タイプがある (12号土坑は不明)。 中でも、方形
。長方形タ

イプの上坑には、主軸が引ヒからやや東側へと振れるもの (2～ 5。 9・ 14号)やほぼ北に向くもの (1・ 6・ 8

号土坑)があり、前者は竪穴状遺構群とほぼ同様な主軸を示すなど、互いに相関関係があるように思われる。

また、堅穴状遺構にみられる3・ 4号→2号→1号の切り合VⅥ,事Fからさらに3つの小期が存在すると思われ

る。そのため各土坑も3′I湘に振り分けられると思われるが今のところ詳細は不明である。

今回、遺構内からは時期を検討するに良好な資料には恵まれておらず、わず力ヽ こ出上したかわらけ類の特徴や

陶器類の時期、また遺構の切り合い関係から判断して発見された中世遺構は 15世紀後半代に属するとみられる。

なお、14基の土坑は他の遺跡の類似遺構と比較して規模や形態などから中世墓の可能性も考えられる。

2号堅穴状遺構の銅製品類 9堅 14a～ p)本遺構から仏具を含む鋼製品類 17点が一箇所に固まり出土した。

中でも比較的良好に遺存していた錫杖頭 14bは相輪が長く、蕨手、五輪塔などが面取りされて線彫りを施した

造りから、室町時代 (15世紀代)のものと推測され は 1)、 唯翻 品類の中で時期の指標となるのものである。

鋼製品類は錫状頭 14b幣 IJ塔の蓮華座下部 14cなどをはじめとする破損品のほか、鋼の塊や熱で溶融した
塊 (14n～ p)の鋳物関連遺物とみられるものまで含まれていた。中でも水瓶に注目すると、胴部下半 14eの

底径と底板 14gの大きさがほぼ同じで、胴都下半 14eと胴部片 14fに施された模位に巡る子持ち帯組が同じ様

相を呈するが、他に同じ部位の銅製品がないことから同一個体の可能rLDミ考えられる。そして、各破片は単に通

常の使用で各々のものに破損したとは考えにくい状態であり、むしろ意識的に力を加え捻じ曲げて切断したり、

熱を加えた行為が見受けられる。他の 14二 ～ 1なども遺存状態からみて同様なことが言えるかもしれなし屯

また、蓮華座下部 14cの表面、水瓶注目 14dの内側、水瓶胴下半 14eの外面、水瓶底板 14gの片面、不明

銅製品 14iの日縁付近などに繊維質の有機物が付着していた (第 8図 -14e・ g)。

この付着物は第 5図右①にあるように銅製品類の固まりの外側にあたる面に限られて付着しており、おそらく

繊維質のものを袋状にして銅製品類を中今入れたか、あるいは繊維質のもので包んでいたためと考えられる。

このことから、銅製品類の遺存状態などを勘案すると、再び鋳造するために繊維質のもので包んでストックし

ておいたか、あるいは何らかの儀礼行為を行い終えたあとに鋼製品類を繊維質のものでまとめて梱包し、本竪穴

の東壁隅に埋納した可含雛働ミ考えられる。これについて今回の調査で根拠となる判断材料が乏しく不明と言わざ

るをえないが、発見されたタイプの竪穴状遺構のl■■を解釈していく上で今後大きな課題となろう。

最後に、本遺跡は南北朝時代 (14榔Elに甲斐金峰山を中心とする山岳信仰の登山道として発達した 聯,嶽道」

に隣践しており、当時は密教との関わりが深い地域でもあつた。今回、このような歴史背景との具体的な検討は

できなかったが、今後さらに調査を重ねていく中で遺跡の性格を明らん斗こしていきたヤち

儲m)東京国立博物館 原田氏の御教示による。鎌倉時代のものは鋳型の段階でこれらの装飾を造り出すようである。
参考文献 佐野 隆 2000 際山田遺跡む山梨県明野村教育委員会・峡北土地改良事務所

降矢哲男1渤ゝ2CX11 「山梨県における中世の土器様相について」中世上器研究会編『中世土器研究論集』中世土器研究会

東京目立博物館 1983 特別展『日本の金到
砺波市史編纂委員会 1990 腑 波市史下資料編1 考古、古代。中倒

-23-



図版 1

1.遺跡全景

2.1号 竪穴状遺構 (南から) 3.3号堅穴状遺構 (西から)

4 4号 堅穴状遺構 (西から) 5.1～ 4号竪穴状遺構全景 (西から)



図版 2

1.2号堅穴状遺構 (北から) 2 2号堅穴状遺構調査時 (Oは銅製品出土地点)

3 銅製品出土状態 (1)

6 銅製品出土状態 (4)

υ

―■感
―| 
―
|

7 2号堅穴状遺構出土遺物

葦 |  |

4 銅製品出土状態 (2)

5 銅製品出土状態 (3)

斡|||に



図版 3

1 錫杖頭 (2堅 14b)

2 舎利塔 (2堅 14c)

3 水瓶注口 (2堅 14d)

4 水瓶胴下半 (2堅 14e)

水瓶胴部片 (2堅 14f)
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1 水瓶底板 (2堅 14g)

3.不明容器 (2堅 14k)

5,溶融物 (14m・ o)

図版 4

2.不明容器 (2堅 14j)

4.把手 (2堅 14m)

6  £同う包 (14p)

牌IY― 1彎|||∈鮎

鑢mⅧ―

酔■1粋に|―
8 竪穴状遺構出土遠物 (上段-1号、中段-3号、下段-4号 )
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7 水瓶胴下半側面 繊維付着状態



図版 5

1 2号土坑 2.3・ 4号土坑

3.6号土坑 4.7号土坑

・々
〆

|:1言籐鶏錢苗|||

に■
Ⅲ:II:IIIIIliill:||
|=111=||:illl:il

解 ∽ 革

8 土坑内出土遺物
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隷   鶏麟期鶉Ⅷ
型
μ

5.11号土坑 6.13号土坑

7.14号土坑
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